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disconnection hypothesis (Friston, 1998)に基づいて、拡散テンソル画像を用
い、白質統合性の指標である Fractional Anisotropy (FA)を用いた。 
【方法】統合失調症被験者４３名と、年齢・性別・利き手・病前知能指数を
マッチさせた健常被験者３６名を対象とし、MRI にて拡散強調画像を撮像し
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